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参議院財政金融委員会では、11月14日付けで新銀行東京取締役会議長兼取締役会長・大塚俊郎氏（元東京都副知事）に対し、19日の委員会への参考人としての出席を要請した。

これに対し、本日同氏から、参議院議長及び事務総長宛てに「公務多忙のため出席することができない」旨の回答があった（別紙参照）。

然るべき機会に新銀行東京を巡る東京都関係者の参議院財政金融委員会への出席が実現し、改正金融機能強化法案、ならびに新銀行東京に関する有意義な審議が行われることを期待していた立場から、当該回答はたいへん残念な内容と申し上げざるを得ない。
また、回答には「公務多忙」と記載してあるが、民間金融機関としての「公務」が何を意味するのかが、不明瞭である。

過日よりの東京都関係者の対応、そして今回の新銀行東京関係者の対応には、新銀行東京経営監視会議として遺憾の意を表明する。

以　　上






